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燭
背
・
燈
背
と
い
う
こ
と

ー
讃
詞
噴
記
1

村

上

哲

見

京

都

大

串

詞
す
な
わ
ち
詩
徐
は
、
元
来
酒
席
の
興
を
添
え
る
歌
曲
で
あ
っ
た

の
で
、
俗
語
的
と
お
も
わ
れ
る
も
の
を
も
含
め
て
、
詩
文
に
は
あ
ま
り

み
ら
れ
左
い
猫
特
の
用
語
、
表
現
が
、
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
し

そ
の
性
質
上
、
古
人
た
ち
は
こ
れ
に
築
註
を
加
え
る
と
い
う
よ
う
な

作
業
を
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
し
な
か
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て

は
そ
の
よ
う
な
特
有
の
用
語
、
表
現
の
多
く
は
、
意
味
内
容
を
明
ら
か

に
知
る
こ
と
が
で
き
‘
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
燭
背
」
、
「
燈

背
」
の
ご
と
き
表
現
も
そ
の
一
つ
の
例
で
あ
っ
て
、
晩
唐
五
代
の
詩

払
駄
に
か
た
り
し
ば
し
ば
み
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
意
味
は
さ
だ

か
で
な
い
。
以
下
は
こ
の
こ
と
ば
の
解
躍
に
つ
い
て
一
つ
の
仮
定
を

提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
晩
唐
の
代
表
的
、
な
詩
詞
作
者
て
あ
る
温
庭
笥
に
女
の
ご
と

き
更
漏
子
一
首
が
あ
る
。

柳
赫
長
。
春
雨
細
。
花
外
漏
聾
誼
遮
。
驚
寒
雁
。
起
城
烏
。
霊

扉
金
鴎
鵠
。
香
霧
薄
。
透
簾
幕
。
伺
候
謝
家
池
問
。
紅
燭
背
。

繍
惟
垂
。
夢
長
君
不
知
。

(
大
意
)
春
の
由
司
、

一
人
の
女
性
が
閏
房
の
中
に
眠
り
も
や
ら

ず
情
人
を
ゐ
も
っ
て
い
る
。

柳
の
さ
え
だ
は
し
だ
れ
て
長
く
、
春
雨
は
し
め
ぞ
か
に
降
る
。
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花
の
外
よ
り
停
わ
り
来
る
漏
一
刻
の
撃
は
は
る
か
に
も
の
さ
び
し

く
、
漣
陸
へ
赴
か
ん
と
す
る
雁
の
夢
を
破
り
、
城
に
つ
ど
う
烏

を
目
畳
め
し
む
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
臥
戸
の
精
扉
風
の
金
の
鴎

鵠
の
み
は
雌
雄
睦
ま
じ
く
よ
り
そ
う
て
、
披
の
女
の
位
び
し
さ

を
い
よ
い
よ
深
く
す
る
。

す
だ
れ
ご
し
に
望
ま
れ
る
タ
も
ぞ
の
た
だ
よ
う
庭
園
、
こ
の
彼

の
女
の
豪
批
な
邸
宅
も
、
今
は
た
だ
悲
し
み
と
の
み
眼
に
う
つ

る
。
と
も
し
び
を
ほ
の
ぐ
ら
く
か
げ
に
し
て
ぬ
い
と
り
の
と
ば

り
の
垂
れ
こ
め
た
臥
戸
に
ひ
と
り
ね
の
夢
の
は
て
し
な
く
さ
ま



ょ
う
を
彼
の
人
は
知
る
ぞ
知
ら
ず
や
。

O
驚
塞
雁
、
起
城
烏
は
唐
突
と
み
え
友
い
こ
と
も
な
い
が
、

「
煙
雁
翻
寒
潜
、
霜
鳥
豪
古
城
」

-
「
城
鳥
驚
霊
角
、
江
雁
避

紅
旗
」
(
と
も
に
白
居
易
詩
)
の
ご
と
く
唐
詩
に
も
類
似
の
表

現
が
し
ば
し
ば
み
う
け
ら
れ
、
成
語
的
な
い
い
方
で
あ
ろ
う
と

ゐ
も
わ
れ
る
。

O
謝
家
は
謝
娘
と
と
も
に
詩
徐
に
‘
沿
い
て
し
ば

し
ば
主
題
と
な
る
女
性
を
指
し
て
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
一

設
に
李
徳
裕
の
愛
妾
謝
秋

F

艇
で
あ
る
と
い
い
、
一
設
に
王
凝
之

の
妻
謝
道
組
て
あ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
も
疑
い
を
存
す
る
。
必

ず
し
も
語
源
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。

O
大
意
の
中
の
傍
線

を
施
し
た
部
分
が
今
問
題
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
以
下
の
椴
定
に
も
と
ず
く
解
て
あ
る
。

こ
の
詞
に
ゐ
け
る
「
紅
燭
背
」
の
何
を
と
り
出
し
て
み
る
な
ら
ば
、

衣
の
「
繍
惟
垂
」
伺
と
劃
伺
を
形
成
し
、
し
た
が
っ
て
背
は
垂
に
劃

し
て
動
詞
的
な
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
乙
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
ま
た

こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
燭
背
」
と
い
う
場
合
、
「
惟
」
ま
た
は

そ
れ
と
類
似
の
も
の
(
帳
、
扉
の
ご
と
き
)
と
一
緒
に
で
て
く
る
こ

燭
背
・
燈
背
と
い
う
こ
と
(
村
上
)

と
が
多
い
の
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

乙
の
背
と
い
う
字
は
最
も
普
通
に
用
い
ら
れ
る
意
味
と
し
て
は

「
せ
な
か
」
、
「
う
し
ろ
が
わ
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か

b
動
詞
と

し
て
は
「
せ
念
か
を
む
け
る
」
と
い
う
こ
と
に
た
り
、
「
y
ム
ク
」
、

「
ソ
ム
ケ
ル
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
「
時
請
す
る
」
と
い
う

意
味
に
も
な
る
が
、
乙
れ
は
や
や
特
殊
な
場
合
と
い
え
よ
う
。
従
つ

て
「
燭
背
」
と
い
う
い
い
方
は
ま
ず
第
一
に
は
「
と
も
し
び
が
む
こ

う
む
き
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
て
あ
る
よ
う
に
ゐ
も
わ
れ
る
。

衣
に
は
詩
詞
に
沿
い
て
は
語
序
の
さ
ま
り
が
ゆ
る
や
か
で
あ
る
か
ら
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「
と
も
し
び
を
む
こ
う
む
き
に
す
る
」
い
う
意
味
に
も
左
り
う
る
で

あ
ろ
う
。
さ
き
の
温
庭
笥
更
漏
子
の
何
を
中
間
勇
女
郎
氏
の
課
注
詞

そ
く

選
て
は
「
紅
蹴
の
燭
を
セ
む
け
ぬ
」
と
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
い
ず

れ
の
場
合
に
し
て
も
、
常
時
の
燭
台
が
一
方
だ
け
を
照
ら
す
よ
う
に

て
き
て
あ
り
、
後
者
て
は
そ
の
む
き
を
か
え
る
と
い
う
こ
と
に
た
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
営
時
用
い
ら
れ
た
燭
台
の
構
造
を
知
る
資
料
は
今

も
た
な
い
。

こ
の
「
燭
背
」
、
「
燈
背
」
の
ご
と
き
い
い
方
は
詩
蝕
の
み
、
な
ら
ず

中
晩
唐
の
詩
に
も
と
き
ど
き
見
受
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
詩
詞
に
お
け
る
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例
を
通
観
す
る
な
ら
ば
「
ソ
ム
ク
」
、
「
ジ
ム
ケ
ル
」
と
い
う
訓
は
あ

ま
り
遁
切
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
試
み
に
五
代
の
詩
軌
跡
の
組
集

て
あ
る
花
間
集
に
お
け
る
例
を
列
車
持
す
る
な
ら
ば
女
の
如
く
て
あ
る
。

子 金
鴨
小
昇
山
碧
。
故
郷
春
。
畑
冨
隔
。
背
蘭
鉦
。
温
庭
錆
潤
泉

相
憶
夢
難
成
。
背
笥
燈
A
T
明
。
前
人

紅
燭
背
。
繍
惟
垂
。
前
人

更
漏
子

孤
燈
照
壁
背
笥
紗
。
章
荘

燈
背
水
筒
高
閣
。
前
人

涜
渓
沙

更
漏
子

菩
薩
蜜

豆
銀
横
。
山
枕
航
。
賓
帳
鴛
鷲
春
陸
並
大
。

清
夜
背
燈
矯
叉
酔
。

牛
晴

懸
天
長

霊
堂
深
。
紅
焔
小
。
背
蘭
証
。
張
泌

繍
昇
愁
出
円
一
燈
斜
。
前
人

涜
渓
沙

銀
証
背
。
銅
漏
永
。
阻
佳
期
。
顧
箆

山
枕
上
。
燈
背
除
波
横
。
前
人

小
筒
深
。
孤
燭
背
。
涙
縦
横
。
前
人

背
帳
風
格
紅
蟻
滴
。
前
人

背
帳
叉
残
紅
蝋
燭
。
前
人

前
調

玉
楼
春

酒
泉
子

献
衷
心

甘
州
子涜

渓
沙

銀
燈
背
帳
夢
方
酎
。
前
人

酒
泉
子

蘭
紅
背
帳
月
首
標
。
前
人

荷
葉
否

認
や
拝
散
。
銀
燭
背
。
鹿
度
廃

思
越
人

紅
燭
宇
治
残
焔
短
。
依
稀
暗
背
銀
昇
。
ヰ
ア
鵠

菩
薩
鐙

臨
江
仙

小
宮
燈
影
背
。
毛
照
震

更
に
唐
詩
に
そ
の
例
を
求
め
る
人
な
ら
ば
、
白
居
易
・
李
商
隠
た
ど
、

中
。
脱
唐
の
詩
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
盛
唐
以
前
の
詩
に
は

こ
の
種
の
用
例
は
見
嘗
ら
な
い
よ
う
て
あ
り
、
少
く
と
も
手
近
か
に

索
引
の
存
す
る
社
甫
と
王
維
の
詩
に
は
一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

唐
詩
に
ゐ
け
る
例
を
列
島
伸
す
る
、
な
ら
ば
女
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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珠
箔
龍
寒
月
。
紗
摺
困
背
暁
燈
。
白
居
易

斜
背
銀
証
牟
下
惟
。
前
人

閏
怨
詞

起
嘗
残
酌
聴
絵
曲

琵
琶

絃
滑
擁
刺
語
鐸
鐸
。
背
却
残
燈
就
月
明
。
前
人

鎖
繋
移
燈
背
。
銀
翼
帯
火
懸
。
深
蕪
暁
蘭
焔
。
闇
貯
宿
香
煙
。

前
人

青
艶
帳
二
十
韻

背
燭
共
憐
深
夜
月
。
頗
花
同
惜
少
年
春
。
前
人

春
中
興
慮
四
周

諒
華
陽
翻
同
居
詩

背
壁
燈
残
経
宿
焔
。
前
人

早
夏
贋
興
贈
夢
得



続
幅
四
寵
水
影
。
紅
壁
背
燈
光
。
前
人
遇
粛
九
徹
因
話
長
安
奮
遊
詩

耽
軟
残
燈
背
壁
影
。
背
粛
暗
雨
打
薗
撃
。
前
人
上
陽
白
髪
人

風
献
朱
裏
幕
。
雨
冷
遇
中
秋
。
収
耽
背
斜
燈
。
秋
林
一
人
農
。

前
人

禁
中
秋
宿

良
タ
背
燈
坐
。
方
成
合
衣
履
。
一
元
篠

合
衣
裳

相
収
奮
蚊
隠

隙
穿
斜
月
照
。
燈
背
昼
休
県
。
前
人

鼠
到
来
正
是
卒
階
雨
。
濁
背
寒
燈
枕
手
眠
。
李
商
隠

日
夜
興
王
鄭
二
秀
才
聴
雨
後
夢
作

七
月
二
十
八

背
燈
猫
共
飴
香
語
。
前
人

正
月
崇
一
譲
宅

花
時
随
酒
還
。
雨
後
背
箇
休
。
前
人

背
臆
燈
影
暗
。
温
庭
笥

!萱

宿
友
人
池

更
有
相
思
不
相
見
。
酒
醒
燈
背
月
如
鈎
。
李
廷
壁

愁
詩

こ
れ
ら
の
用
例
を
通
観
す
る
な
ら
ば
、

「
背
」
と
い
う
こ
と
ば
が

「
と
も
し
び
が
、
と
ば
り
。
び
ょ
う
ぶ
叉
は
か
ベ
の
背
後
に
あ
る
依

態」、

或
は
「
モ
れ
ら
の
背
後
に
移
す
動
作
」
を
示
す
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
そ
の
よ
う
な
仮
定
を
念
頭

に
お
き
つ
つ
、
と
も
し
び
と
と
ば
り
、
び
ょ
う
ぶ
な
ど
と
の
闘
蓮
に

治
け
る
他
の
表
現
を
観
察
し
て
み
る
。

燭
背
・
燈
背
と
い
う
こ
と
(
村
上
)

五
代
詞
に
沿
け
る
例

扉
掩
映
燭
柴
煙
。
顧
箆

隔
憐
残
燭
。
猫
照
椅
界
筆
。
毛
照
震

甘
州
子

臨
江
仙

半
垂
羅
幕
。
相
映
燭
光
明
。
孫
光
憲

脊
燈
A
T
捨
流
蘇
帳
。
章
荘
菩
薩
鐙

燈
暗
錦
鉾
・
砂
川
。
月
冷
珠
簾
薄
。
貌
承
班

贋
月
墜
。
宿
雲
披
。
銀
燭
錦
扉
牌
。
鴻
延
巳

前
調生

査
子車

中
戸
¥

曲作門、
44
こ
ノ

唐
詩
に
治
け
る
例

翠
昇
遮
燭
影
。
紅
袖
下
簾
聾
。
白
居
易

情
情
壁
下
床
。
紗
龍
軟
残
燭
。
前
人
北
亭
濁
宿

燈
火
隔
簾
明
。
竹
梢
風
雨
盤
。
元
穣
夜
欽

隔
箔
山
樫
熟
。
暴
惟
桂
燭
残
。
李
商
隠
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人
定

鹿
起

雲
母
扉
風
燭
影
深
。
長
河
漸
落
撰
星
沈
。
前
人

ヌ事
nJ 

蛾

六
曲
蓮
蝶
接
翠
惟
。
高
棋
半
夜
酒
醒
時
。
掩
燈
遮
霧
密
如
此
。

雨
落
月
明
倶
不
知
。
前
人

扉
風

繁
府

満
鴨
香
薫
腕
捌
鵡
陸
。
隔
簾
燈
照
牡
丹
開
。
司
窪
闘

誰
家
女
児
臨
夜
肱
。
紅
羅
帳
裏
有
蹴
光
。
李
端
裏
陽
曲

こ
れ
ら
の
表
現
は
、
さ
き
に
奉
げ
た
「
背
」
の
用
例
と
比
べ
て
そ
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の
う
た
わ
れ
て
い
る
献
態
・
雰
園
祭
K
-お
い
て
大
き
な
距
た
り
が
あ

る
と
は
思
え
た
い
。
と
す
れ
ば
「
背
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
こ
の
よ

う
な
場
合
「
建
」
、

「掩」、

「
隔
」
な
ど
に
近
い
門
容
を
も
つ
の
で

は
、
な
か
ろ
う
か
。
想
像
を
一
歩
進
め
る
・
な
ら
ば
「
遮
」

「
掩
」
は
む

「
背
」
は
同
じ
欺
態

し
ろ
「
と
ば
り
」
を
主
に
し
た
表
現
て
あ
り
、

を
「
と
も
し
び
」
を
主
に
し
て
表
現
し
た
こ
と
ば
で
は
、
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

女
に
散
文
に
お
け
る
例
と
し
て
唐
代
の
小
説
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。

嵩
乃
返
身
閉
戸
。
背
燭
危
坐
。
楊
E
源
紅
線
俸

至
二
更
許
。
燈
在
林
之
東
南
。
忽
爾
梢
暗
。
如
此
再
三
。
章
武

心
知
有
襲
。
因
命
移
燭
背
堵
。
置
室
東
西
隅
。
旋
聞
室
北
角
。

悉
翠
有
聾
。
李
景
亮

李
章
武
俸

前
の
例
は
な
沿
明
瞭
て
な
い
が
、
後
の
例
は
明
ら
か
に
「
燭
を
堵

の
背
後
に
移
す
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
し
、
吉
川
幸
女
郎
教
授
は
と
こ

Am
庁

の
と
こ
ろ
を
ま
さ
し
く
「
燈
を
壁
の
陰
に
移
し
、
」
と
課
し
て
沿

b

れ
る
。
唐
宋
俸
奇
集

乙
ζ

て
こ
の
こ
と
ば
の
意
味
内
容
の
襲
草
の
あ
と
を
推
理
し
て
み

る
な
ら
ば
、
こ
の
「
移
燭
背
培
」
と
い
う
い
い
方
が
最
も
原
初
的
な

丁
寧
な
い
い
方
て
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
中
園
の
女
語
文
て
は
元

来
簡
潔
な
表
現
が
好
ま
れ
、
詩
詞
て
は
そ
れ
が
更
に
塵
縮
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
。
従
っ
て
「
鍋
繋
移
燈
背
・
・
・
探
戴
暁
蘭
焔
」
、
「
背
帳

叉
残
紅
蝋
燭
」
、
「
蘭
鉱
背
帳
月
営
棲
」
、
「
秋
枚
残
燈
背
壁
影
」
、
「
背

臆
燈
影
暗
」
の
ご
と
を
例
は
散
文
に
お
け
る
「
移
燭
背
堵
」
と
同
じ

方
向
の
内
容
を
も
つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
左
い
い
方
が
更

K
熟
さ
れ
て
く
る
、
な
ら
ば
、

「
培
」
、
「
帳
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
省

か
れ
て
、
迭
に
は
「
燈
背
」
或
い
は
「
背
燈
」
と
い
う
だ
け
で
同
様

た
献
態
、
動
作
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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「
背
燈
」
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
質
際
の
献
態
を

考
え
て
み
る
、
な
ら
ば
、
乙
の
表
現
は
殆
ん
ど
常
に
履
に
つ
く
と
き
、

も
し
く
は
す
で
に
濯
に
つ
い
て
い
る
と
き
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。

と
も
し
び
を
と
ば
り
の
か
げ
に
お
き
、
う
す
ぼ
ん
ぞ
り
し
た
あ
か
り

の
中
に
履
に
つ
く
と
い
う
光
景
は
中
晩
唐
の
欄
熟
し
た
都
倉
文
化
に

お
け
る
生
活
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
詩
齢
の
も
つ
も
仙
ま
め
か
し
い
雰

国
策
に
一
致
す
る
。
そ
れ
は
叉
ひ
と
り
農
の
位
び
し
さ
を
い
や
ま
ず

も
の
で
も
あ
り
、
質
際
の
用
例
は
こ
の
場
合
の
方
が
多
い
よ
う
て
あ

る
。
は
じ
め
に
掲
げ
た
温
庭
錆
更
漏
子
の
場
合
も
そ
の
一
例
と
い
え



ょ
う
。
そ
し
て
中
唐
以
後
て
は
少
く
と
も
詩
を
作
る
ほ
ど
の
文
人
た

ち
の
生
活
て
は
あ
か
り
を
と
も
し
た
ま
ま
寝
る
の
が
習
慣
で
あ
っ
た

よ
う
て
、
こ
れ
ま
で
に
暴
げ
た
詩
何
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
、
女
の
如
き
例
は
一
清
明
ら
か

κ示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

禁
中
廃
臥
懐
王
起
居

曙
燈
残
叉
滅
。
風
簾
閉
自
献
。
白
居
易

星
河
軟
秋
漏
脇
師
。
月
闇
燈
徴
天
欲
陸
。
前
人

曙
早
燈
猶
在
。
涼
初
筆
未
牧
。
前
人
新
秋
夜
雨

焔
短
寒
紅
量
。
撃
長
瞬
漏
起
。
前
人
不
陸

火
鋪
燈
塞
天
明
後
。
前
人
除
夜

長
紅
軌
残
燈
。
宿
閤
凝
微
香
。
前
人
新
秋
贋
輿

飲
酔
日
持
輩
。
醒
時
夜
巴
開
。
晴
燈
風
焔
瞳
問
。
春
席
水
噸
寒
。

醗
魔

一
見
積

酒
醒

倦
履
教
捜
更
。
孤
燈
暗
叉
明
。
前
人

燈
暗
酒
醒
顛
倒
枕
。
前
人

雨
後

宿
石
磯

乙
と
で
は
と
り
あ
え
ず
元
自
の
詩
か
ら
例
を
拾
っ
た
が
、
他
の
詩

人
の
作
品
に
も
こ
の
種
の
表
現
は
無
敢
に
存
す
る
。
こ
れ
が
常
時
の

「
鍋
繋
移
障
背
」
の

よ
う
た
い
い
方
は
「
良
タ
背
燈
坐
」
、
「
滑
夜
一
背
燈
嬬
叉
酔
」
に
お
け

ご
く
普
遁
の
習
慣
で
あ
っ
た
と
す
る
・
な
ら
ば
、

燭
背
・
燈
背
と
い
う
こ
と
(
村
上
)

る
ご
と
く
「
背
燈
」
の
ご
字
に
座
縮
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
し
、

「
背
幌
叉
残
紅
噛
燭
」
、
「
耽
秋
残
燈
背
壁
影
」
の
ご
と
き
表
現
は
「
酒

醒
燈
背
月
如
拘
」
、
「
銀
紅
背
、
銅
漏
永
」
、
「
燈
背
室
林
間
一
ご
に
お
け

る
ご
と
く
「
燈
背
」
の
二
字
て
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
に
熟
さ
れ
て
く
る
、
な
ら
ば
「
背
却
碕
燈
就
月
明
」
の
ご
と

を
い
い
方
も
現
わ
れ
て
く
る
。
ま
た
「
珠
箔
篇
寒
月
、
紗
衛
背
暁
燈
」
、

「
続
出
国
笛
水
影
、
紅
壁
背
燈
光
」
、
な
ど
の
封
伺
の
整
正
、
な
る
ζ

と
も

か
く
て
理
解
で
き
る
。

こ
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
従
来
の
訓
讃
を
参
照
し
て
み
る
と
、
佐

久
節
氏
は
白
柴
夫
詩
集
(
績
園
謹
漢
大
女
成
)
に
お
い
て
ζ

の
種
の
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表
現
を
す
べ
て
「
と
も
し
び
に
そ
む
く
L
、

「
と
も
し
び
を
背
に
す

る
」
と
解
し
て
唱
お
ら
れ
る
。
例
を
あ
げ
る
友

b
ば
扶
の
ご
と
く
で
あ

る。

ハ
原
文
は
前
出
)

秋
秋
と
し
て
剥
燈
に
背
き
、
秋
林
一
人
履
ぬ
。

斜
に
銀
紅

κ背
き
て
半
ば
惟
を
下
ナ
。

残
燈
に
背
却
し
て
月
明
に
就
く
。

鎖
繋
燈
を
移
し
て
背
き
、

珠
箔
寒
月
を
龍
め
、
紗
笥
爵
燈
に
背
く
。

(
詩
意
に
一
文
Z
J
、
嘆
に



中
園
丈
閤
宇
報

第

加

は
燈
を
背
に
し
て
紗
窓
に
劃
す
る
。
)

こ
の
よ
う
に
一
律
に
「
ツ
ム
ク
」
と
訓
ず
る
の
は
非
常
な
無
理
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
衣
の
李
商
憶
の
詩
の
場
合

初
夢
龍
宮
賓
館
然
。
瑞
霞
明
麗
満
晴
天
。
旋
成
酔
侍
蓬
衆
樹
。

有
箇
仙
人
拍
我
属
。
(
中
略
)
・
・
・
悦
惚
無
侃
明
叉
暗
。
低
迷

不
巳
断
遺
蓮
。
莞
来
正
是
卒
階
雨
。
猫
背
寒
燈
枕
手
眠
。

七
月

二
十
八
日
夜
興
王
鄭
二
秀
才
聴
雨
後
夢
作

こ
の
末
勾
を
「
濁
り
寒
燈
に
背
き
て
」
と
讃
め
ば
遁
じ
な
い
こ
と

は
な
い
が
ま
ず
卒
九
の
何
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
濁
の
字
は
朱
鶴
齢
の

注
に
よ
れ
ば
「
一
作
未
」
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
「
未
背
」
と
し
た

場
合
「
い
ま
だ
寒
燈
に
そ
む
か
ず
」
て
は
殆
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
い
。

営
時
と
も
し
び
を
と
ば
り
の
か
げ
に
移
し
て
ほ
の
暗
く
し
て
か
ら
眠

る
習
慣
が
あ
り
、

「
背
」
と
い
う
こ
と
ば
が
そ
の
動
作
を
意
味
す
る

と
偲
定
す
れ
ば
、

「
未
背
寒
燈
枕
手
眠
」
は
「
う
た
た
ね
の
夢
て
あ

っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
一
首
の
詩
は
頗
る
安
定
を
得

マ
Q

。古
く
の
詩
に
こ
の
よ
う
な
表
現
が
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
は
、
泊

な
ど
が
た
ゐ
貴
重
で
あ
っ
て
人
々
の
生
活
に
こ
う
し
た
習
慣
が
な
く
、

し
た
が
っ
て
そ
の
こ
と
が
う
た
わ
れ
る
と
と
も
た
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
沿
充
分
に
調
べ
て
は
い
な
い
の
で
断
一
言
は
で

き
な
い
が
、
宋
以
後
に
「
背
燈
」
に
類
す
る
表
現
が
殆
ん
ど
み
ら
れ

た
い
よ
う
て
あ
る
の
は
如
何
な
る
故
か
今
考
え
及
ば
な
い
。

附、

O
元
代
雑
劇
の
著
作
目
録
で
あ
る
銭
鬼
簿
に
倫
仲
賢
の
作
と
し
て
越

娘
背
燈
劇
な
る
も
の
が
存
す
る
由
、
古
口
川
数
授
よ
り
敬
一
示
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
本
は
俸
わ
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
も
明
ら
か
で
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。

O
文
中
に
例
に
あ
げ
た
白
居
間
勿
の
「
歌
歌
残
燈
背
墜
影
」
の
句
は
和
漢
朗

詠
集
に
攻
め
ら
れ
「
カ
ウ
/
¥
タ
ル
ノ
コ
シ
ノ
ト
モ
シ
ピ
ノ
カ
ベ
ニ
ゾ
ム

ケ
タ
ル
カ
ゲ
」
と
訓
じ
て
あ
る
。
(
山
田
孝
雄
氏
考
訂
木
に
よ
る
)
こ
れ

だ
け
で
は
訓
者
が
如
何
に
解
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

O
本
朝
文
粋
倉
一
に
「
品
目
一
線
羅
帳
。
雄
恕
骨
肉
之
族
。
今
背
紗
燈
。
俄
院

胡
越
之
人
。
」
(
朝
綱
男
女
婚
姻
賦
)
と
あ
り
、
我
が
園
の
漢
文
家
に
も

こ
の
こ
と
ば
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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